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答

弁

第

三

八

号 
   

衆
議
院
議
員
小
澤
克
介
君
提
出
ソ
連
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
報
告
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
九
第
三
八
号 

昭
和
六
十
二
年
十
月
九
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
澤
克
介
君
提
出
ソ
連
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
報
告
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
の

1
に
つ
い
て 

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
原
子
力
発
電
所
事
故(

以
下｢

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
事
故｣

と
い
う
。)

に
関

す
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
政
府
の
報
告
及
び
情
報
に
つ
い
て
、
原
子
力
安
全
委
員
会
ソ
連
原
子
力
発
電
所
事
故
調

査
特
別
委
員
会
が
ソ
連
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
報
告
書(

以
下｢

事
故
調
査
報
告
書｣

と
い
う
。)

を
取
り
ま
と

め
る
ま
で
の
間
に
政
府
が
入
手
し
た
も
の
は
、
国
際
原
子
力
機
関
の
国
際
原
子
力
安
全
諮
問
グ
ル
ー
プ
が
ソ 

ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
政
府
代
表
者
と
の
質
疑
も
踏
ま
え
て
作
成
し
た
報
告
書
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
原
子
力
発
電
省
ル

コ
ー
ニ
ン
大
臣
が
本
年
四
月
日
本
原
子
力
産
業
会
議
の
年
次
大
会
に
お
い
て
行
つ
た
講
演
の
議
事
録
等
が
あ 

る
。 



一
の

3
に
つ
い
て 

一
の

2
に
つ
い
て 

政
府
は
、
各
国
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
事
故
に
関
す
る
検
討
結
果
の
入
手
、
関
連
す
る
国
際
会
議
へ
の
専
門
家

の
派
遣
等
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
事
故
に
関
す
る
情
報
の
入
手
に
努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
連
邦
政
府
に
対
し
我
が
国
政
府
の
調
査
団
の
受
入
れ
を
要
請
し
て
き
た
が
、
い
ま
だ
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦

政
府
と
の
間
で
の
合
意
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
政
府
に
対
す
る
前
記
調
査
団
の

受
入
れ
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
事
故
に
関
す
る
情
報
の
収
集
に
努
力
す
る
所
存
で
あ
る
。 

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
政
府
が
国
際
原
子
力
機
関
に
報
告
し
た
空
間
線
量
率
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
も

国
際
原
子
力
機
関
か
ら
入
手
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
の
南
東
六
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

位
置
す
る
オ
ス
タ
ー
並
び
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
西
部
国
境
沿
い
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
リ
ガ
、
ビ
ル
ニ
ュ
ウ 

ス
、
ブ
レ
ス
ト
、
リ
ボ
フ
及
び
キ
シ
ニ
ヨ
フ
の
七
地
点
に
お
い
て
昨
年
五
月
九
日
か
ら
十
月
二
十
七
日
ま
で
の 

四 

 



二
の

2
ロ
に
つ
い
て 

二
の

2
イ
に
つ
い
て 

二
の

1
に
つ
い
て 

炉
心
内
の
冷
却
水
及
び
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
が
、
原
子
炉
建
屋
内
で
爆
発
を
起
こ
さ
せ
る
だ
け
の
水
素
を
生
成
さ

せ
る
の
に
十
分
な
量
で
あ
つ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
一
次
冷
却
系
配
管
の
多
数
の
破
断
口
か
ら
水
素
が
一
次

冷
却
材
と
と
も
に
建
屋
内
に
噴
出
し
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
等
か
ら
水
素
爆
発
が
起
こ
り
得
た
と
考
え
ら
れ 

る
。 事

故
調
査
報
告
書
の
記
述
の
根
拠
資
料
の
開
示
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
等
の
場
に
お
け
る
専
門
家
の
自
由
な

発
言
及
び
資
料
の
開
陳
を
阻
害
せ
ず
、
安
全
に
関
す
る
審
議
が
十
分
な
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点

等
か
ら
、
資
料
に
よ
つ
て
は
公
表
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

間
に
お
い
て
測
定
さ
れ
た
空
間
線
量
率
、
気
温
、
露
点
温
度
、
風
向
、
風
速
及
び
降
雨
量
で
あ
る
。 

五 

 



二
の

2
ハ
に
つ
い
て 

我
が
国
の
原
子
力
発
電
所
の
う
ち
、
加
圧
水
型
原
子
炉
、
沸
騰
水
型
原
子
炉
及
び
ガ
ス
冷
却
型
原
子
炉
の
反

応
度
出
力
係
数
の
値
は
、
こ
れ
ら
の
原
子
炉
が
我
が
国
に
導
入
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
長
年
の
開
発
過
程
を
通
じ

て
整
備
さ
れ
、
そ
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
計
算
コ
ー
ド
に
よ
り
、
全
出
力
領
域
で
負
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。 

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
政
府
が
国
際
原
子
力
機
関
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
炉
心
外
へ
の
大
規
模
な
燃
料

放
出
及
び
黒
鉛
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
二
酸
化
ウ
ラ
ン
の
入
り
込
み
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
際
原

子
力
機
関
の
国
際
原
子
力
安
全
諮
問
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
に
い
う
出
力
暴
走
に
よ
る
場
合
も
含
め
て
、
事
故
調

査
報
告
書
で
は
、
炉
心
内
で
炉
心
を
破
壊
す
る
ほ
ど
の
爆
発
が
生
じ
た
と
は
考
え
難
い
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
新
型
転
換
炉
原
型
炉｢

ふ
げ
ん｣

の
反
応
度
出
力
係
数
の
値
は
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
大
洗

工
学
試
験
セ
ン
タ
ー
の
重
水
臨
界
実
験
装
置
及
び｢

ふ
げ
ん｣
と
同
型
の
英
国
の
重
水
炉
の
た
め
の
臨
界
実
験
装 

六 

 



三
の

1
に
つ
い
て 

(二 ) 

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
現
象
を
解
析
す
る
た
め
の
計
算
コ
ー
ド
の
開
発 

(一 ) 

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
現
象
を
把
握
す
る
た
め
の
実
験 

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
、
様
々
な
事
象
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
無
数
の
観
念
的
な
事
故
シ
ナ
リ

オ
を
設
定
し
、
想
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
米
国
原
子
力
規
制
委
員
会
等
に
お
い
て
も
数
多
く
の
事
故
シ
ナ
リ

オ
を
設
定
し
た
研
究
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、 

さ
ら
に
、
高
速
増
殖
炉
原
型
炉｢

も
ん
じ
ゅ｣

の
反
応
度
出
力
係
数
の
値
は
、｢

も
ん
じ
ゅ｣

の
炉
心
を
模
擬
し

た
英
国
の
臨
界
実
験
装
置
等
を
用
い
た
炉
物
理
試
験
及
び
実
験
炉｢

常
陽｣

の
性
能
試
験
に
よ
る
解
析
に
よ
り
、

妥
当
性
の
確
認
さ
れ
た
計
算
コ
ー
ド
に
よ
り
、
全
出
力
領
域
で
負
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

置
に
よ
る
炉
物
理
試
験
に
よ
り
妥
当
性
の
確
認
さ
れ
た
計
算
コ
ー
ド
に
よ
り
、
全
出
力
領
域
で
負
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

七 

 



(三 ) 
確
率
論
的
安
全
評
価
手
法
の
開
発 

し
か
し
、
少
な
く
と
も

(一 )
及
び

(二 )
の
研
究
が
進
行
中
の
現
段
階
に
お
い
て
は
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
つ 

 
 

い
て
意
味
の
あ
る
放
射
能
放
出
量
を
提
示
す
る
段
階
で
は
な
い
。 

ま
た
、
以
上
に
述
べ
た
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
研
究
は
、
そ
の
現
実
の
発
生
を
想
定
し
た
事
故
対
策
に
つ

い
て
の
研
究
ま
で
含
む
も
の
で
は
な
く
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
裕
度
の
評
価
等
に
関
す
る
技
術
資
料
を
得
る
た

め
に
行
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
前
記

(一 )
及
び

(二 )
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
事
故
の
全
過
程
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、

苛か

酷
な
条
件
下
に
置
か
れ
た
燃
料
の
変
化
、
燃
料
か
ら
の
核
分
裂
生
成
物
の
放
出
及
び
移
行
、
格
納
容
器
等
の 

 
 

 
 

挙
動
等
の
個
々
の
現
象
を
把
握
す
る
た
め
実
験
及
び
解
析
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

(三 )
は

様

々 
 

 
 

 

な
仮
定
を
置
き
、
理
論
的
に
起
こ
り
得
る
特
定
の
事
故
の
全
過
程
を
描
き
、
そ
の
発
生
確
率
と
影
響
を
試
算
し 

 
 

 
 

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

八 

 



三
の

3
に
つ
い
て 

三
の

2
に
つ
い
て 

特
殊
試
験
に
つ
い
て
は
、

(一 )
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律(

昭
和
三
十

二
年
法
律
第
百
六
十
六
号)

第
三
十
七
条
に
基
づ
き
認
可
さ
れ
た
保
安
規
定
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
及
び
条

件
を
定
め
、
そ
の
範
囲
内
で
の
み
実
施
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

(二 )
保
安
規
定
に
定
め
ら
れ
た 

 
 

手
続
に
の
つ
と
り
、
十
分
な
安
全
確
保
の
た
め
の
措
置
を
含
め
た
計
画
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
実
施
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
安
全
上
の
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。 

近
我
が
国
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
特
殊
試
験
の
例
と
し
て
は
、

(一 )
主
蒸
気
安
全
弁
の
シ
ー
ト
面
の
密
着
性 

 

調
整
の
た
め
の
手
動
開
試
験
、

(二 )
制
御
棒
駆
動
装
置
の
ス
ク
ラ
ム
排
出
容
器
の
ド
レ
ン
弁
及
び
ベ
ン
ト
弁
の
作 

 
 

動
確
認
の
た
め
の
試
験
、

(三 )
蒸
気
発
生
器
水
位
制
御
系
の
応
答
性
確
認
の
た
め
の
試
験
等
が
あ
る
。 

｢

人
為
ミ
ス｣

の
定
義
・
範
囲
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
が
、
原
子
炉
の
運
転
停
止
に
至
つ
た
原
因
が
、
運
転 

九 

 



⑤ 

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
一
日
、
関
西
電
力
株
式
会
社
大
飯
発
電
所
一
号
機
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
過
速
度

試
験
の
際
、
速
度
上
昇
操
作
が
早
す
ぎ
た
こ
と
。 

④ 

昭
和
五
十
八
年
八
月
二
十
六
日
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
五
号
機
に
お
い
て
、
計

装
用
電
源
を
切
り
替
え
た
際
、
誤
操
作
し
た
こ
と
。 

③ 

昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
日
、
関
西
電
力
株
式
会
社
大
飯
発
電
所
二
号
機
に
お
い
て
、
原
子
炉
停
止
操
作

中
、
給
水
流
量
の
調
整
操
作
が
遅
れ
た
こ
と
。 

② 

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
四
号
機
に
お
い
て
、

計
装
用
電
源
回
路
の
切
替
ス
イ
ッ
チ
を
誤
操
作
し
た
こ
と
。 

① 

昭
和
四
十
七
年
二
月
一
日
、
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
敦
賀
発
電
所
一
号
機
に
お
い
て
、
計
装
用
電
源

の
切
替
操
作
の
際
、
十
分
な
確
認
を
せ
ず
に
切
替
操
作
を
行
つ
た
こ
と
。 

に
際
し
て
の
誤
操
作
又
は
不
適
切
な
操
作
で
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
次
の
七
件
が
あ
る
。 

一
〇 

 



四
に
つ
い
て 

な
お
、
我
が
国
法
制
上｢

運
転
規
則｣

と
い
う
用
語
は
存
し
な
い
が
、
安
全
確
保
の
た
め
遵
守
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
保
安
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
つ
て
原
子
炉
停
止
に
至
つ
た
事
例
は
な
い
。 

発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
設
備
に
係
る
定
期
検
査
は
、
電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産

業
省
令
第
五
十
一
号
）
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
前
回
の
定
期
検
査
終
了
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日

の
前
後
一
月
を
超
え
な
い
時
期
ま
で
に
開
始
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
に
違
反
し
た
事
例
は 

⑦ 

昭
和
六
十
一
年
八
月
二
十
二
日
、
関
西
電
力
株
式
会
社
高
浜
発
電
所
二
号
機
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
起
動

の
際
、
誤
操
作
し
た
こ
と
。 

⑥ 
昭
和
六
十
一
年
二
月
十
三
日
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
新
型
転
換
炉
ふ
げ
ん
発
電
所
に
お
い
て
、

原
子
炉
起
動
操
作
中
給
水
流
量
の
調
整
操
作
が
遅
れ
た
こ
と
。 

右
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
原
子
炉
は
設
計
ど
お
り
に
安
全
に
停
止
し
て
い
る
。 一

一 

 



 

一
二 

な
い
。 

な
お
、
運
転
中
で
な
け
れ
ば
実
施
で
き
な
い
検
査
を
実
施
す
る
た
め
に
、
定
期
検
査
期
間
末
期
に
定
期
検
査

の
一
環
と
し
て
、
原
則
一
か
月
を
超
え
な
い
期
間
で
の
調
整
運
転
を
認
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

運
転
期
間
自
体
に
つ
い
て
は
、
十
三
か
月
を
超
え
る
場
合
が
あ
る
が
、
法
令
上
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




